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校教育の情報化に関する懇談会」を 2010 年 4 月から
開催し，同年 8 月に「教育の情報化ビジョン（骨子）」

























































































期限を同年 9 月 14 日として行なった。返送された質
問紙調査は，教員 421 件（返送率 8.4%），校長 112












ICT 利用時間，⑩職場以外での ICT 利用時間につい
て回答を求めた。























































年 8 月 20 日に各校宛に調査書類等を発送し，回答の
返送期限を同年 9 月 14 日として行なった。返送され
た質問紙調査は，教員 421 件（返送率 8.4%），校長




















標 準 偏 差 6.7
平 均 23.4
標 準 偏 差 12.3
平 均 56.2




標 準 偏 差 5.7
平 均 2.1
標 準 偏 差 1.2
平 均 19.1
標 準 偏 差 6.6
平 均 3.3
標 準 偏 差 1.7
平 均 0.9


















































位 3 項目に二重下線，下位 3 項目に下線を引いた。





















また，平均値の上位 3 項目に二重下線，下位 3 項目
に下線を引いた。
　平均値上位 3 項目は「5. 予算枠の拡大など行政機
関からの支援（3.48）」「6. 教職員の ICT を活用する
力量のレベルアップ（3.38）」「1. 教育委員会などの
関係機関との連携の強化（3.31）」であった。一方，










































また，平均値の上位 3 項目に二重下線，下位 3 項目
に下線を引いた。 













表 2 現任校および自身の現状認識 
選択肢








9 18.3 34.6 26.0 18.3 2.9 2.53 1.08
76.29.12.915.739.624.4101 1.01
11 11.5 30.8 23.1 29.8 4.8 2.86 1.12
61.47.238.456.99.10.121 0.75



































２ 学校全体として ICT の活用を進めていくための
改善の必要性に関する認識 

































絶対値が，全ての因子で .35 未満，複数の因子で .35
以上の項目は削除し，再度因子分析を行った。その結
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ICTの活用をよりよく進めるために充実した校内研修が行われている。 .34 .49 -.07











　因子間相関　Ⅰ - .55 .44
Ⅱ - .48
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ICTの活用をよりよく進めるために充実した校内研修が行われている。 .34 .49 -.07











　因子間相関　Ⅰ - .55 .44
Ⅱ - .48










った。その結果，3 項目が削除され，18 項目 3 因子
構造を得た（表 5）。第Ⅰ因子は，ICT を促進するた
めの体制づくりに関する項目で高い負荷量を示して
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表5 学校全体としてICTの活用を進める上での改善の必要性 
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ　ICTを促進するための体制づくり（M=3.05，SD=.51，α=.84)
ICTに関する専門職としての役割が明確化された専任職員の配置 .91 -.10 -.13
ICTの利活用に関する校内研修の充実 .70 -.19 .17
ICTの専門家やボランティアの確保や派遣など，人的支援の充実 .66 .07 .04
ICTを用いた教育を行なうのに，よりふさわしいカリキュラムの開発 .62 -.17 .18
教育や学校により適した機器や装置，アプリケーションの開発 .61 .30 -.24
校務支援ソフトを充実し，普及させること .48 .08 .13
ICTの利活用に関する校外研修の充実 .45 -.02 .15
Ⅱ　ハードウエア・ソフトウェア・ネットワークの整備・充実及び
　　情報セキュリティ対策の確立（M=3.14，SD=.49，α=.83)
パソコンや電子黒板などの機器類（ハードウエア）の整備・充実 -.04 .76 .03
インターネットに接続できるネットワーク環境の整備・充実 -.18 .65 -.03




予算枠の拡大など行政機関からの支援 .05 .59 .10
情報活用に関わるモラル意識の向上 -.04 .49 .27





ICTを用いた教育に対する教職員の共通理解 .03 -.01 .81
管理職による指示や支援 .10 -.04 .62
教職員のICTを活用する力量のレベルアップ .02 .24 .60
因子間相関　Ⅰ - .55 .44
Ⅱ - .48






Me=3.0 第Ⅲ因子 Me=4. 0）で 2 つの群
（低群・高群）に分け，必要性の各下位尺度得点を













































































































 ここでは，教育の情報化を進めたり ICT を活用し
たりするなかで，当初予想していなかった成果・効
果に対する校長の認識について分析・考察する。記
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表5 学校全体としてICTの活用を進める上での改善の必要性 
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ　ICTを促進するための体制づくり（M=3.05，SD=.51，α=.84)
ICTに関する専門職としての役割が明確化された専任職員の配置 .91 -.10 -.13
ICTの利活用に関する校内研修の充実 .70 -.19 .17
ICTの専門家やボランティアの確保や派遣など，人的支援の充実 .66 .07 .04
ICTを用いた教育を行なうのに，よりふさわしいカリキュラムの開発 .62 -.17 .18
教育や学校により適した機器や装置，アプリケーションの開発 .61 .30 -.24
校務支援ソフトを充実し，普及させること .48 .08 .13
ICTの利活用に関する校外研修の充実 .45 -.02 .15
Ⅱ　ハードウエア・ソフトウェア・ネットワークの整備・充実及び
　　情報セキュリティ対策の確立（M=3.14，SD=.49，α=.83)
パソコンや電子黒板などの機器類（ハードウエア）の整備・充実 -.04 .76 .03
インターネットに接続できるネットワーク環境の整備・充実 -.18 .65 -.03




予算枠の拡大など行政機関からの支援 .05 .59 .10
情報活用に関わるモラル意識の向上 -.04 .49 .27





ICTを用いた教育に対する教職員の共通理解 .03 -.01 .81
管理職による指示や支援 .10 -.04 .62
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第Ⅱ因子 Me=3.00， e=4.0 ）
（低群・高群）に分け，必要性の各下位尺度得点を













































































































 こ では，教育の情報化を進めたり ICT を活用し
たりするなかで，当初予想していなかった成果・効
果に対する校長の認識について分析・考察する。記
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表 7 教育の情報化推進による成果・効果の認識 
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たりするなかで，当初予想していなかった課題・問
題に対する校長の認識について分析・考察する。記
述を意味内容で分類した結果は表 8 のとおりである。 
 




3 教職員の力量不足，教職員間の力量差（11 件） 
4 教育上の課題（9 件） 
5 危機管理（6件） 
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注 4　筆者らは 2011 年 10 月から 2012 年 1 月の間に
5 名の校長に対して約 1 ～ 2 時間の半構造化イン
タビューを実施した。この中学校校長に対しては，





注 5　当該校長に対しては，2011 年 10 月 26 日 10 時
より約 1 時間にわたって聞き取りを行った。
注 6　当該校長に対しては，2012 年 1 月 26 日 9 時
より約 1 時間にわたって聞き取りを行った。
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(Abstracts) The purpose of this paper is to grasp the school principals’ recognition on the current situation 
and issues of ICT (information and communication technology) use in their schools through questionnaires, 
and to obtain the basic knowledge which can contribute to the promotion of effective ICT use in schools. 
To this end, we examined the following points in particular: 1) the principals’ recognition of the current 
situation of ICT use in their schools, 2) the principals’ recognition of the need for improvement in order 
to promote ICT use in their school as a whole, 3) differences in recognition of the need for improvement in 
relation to the difference of the current situation regarding ICT use, 4) initially unexpected advantages 
or merits which were found in the process of promoting ICT use in their schools, 5) initially unanticipated 
problems or disadvantages that were found in the process of promoting ICT use in their schools.
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